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上 原 健 一

ココにも組合のメリット

　神奈川県印刷関連産業協議会（印産協）会

員の皆様および神奈川県印刷工業組合の皆様

方におかれましては、ますますご清祥のこと

とお慶び申し上げます。

　5月 18 日（金）開催の第 55 回通常総会

並びにその後の理事会において、副理事長に

選任されました。昭和 38（1963）年生まれ

卯年、小田原市に於いて創業 48年の株式会

社ソーゴーの二代目として経営に携わり、地

域の発展と小田原支部から印刷業界の発展に

微力ながら尽くしてまいりました。

　昨年の東日本大震災後、日本は新たな転換

点を迎え、政治・経済・地域など様々な厳し

い経営問題と直面しております。各会員企業も

生き残りのために、知恵を絞り、売上・利益の

確保に必死に取り組んでいる事と思います。

　この度は印刷工業組合の副理事長として

は、互助事業委員会を担当する事になりまし

た。互助事業委員会は、以前４年間程私が初

めて委員長を務めた委員会でもあります。当

時と比べても、経済状況はますます厳しくな

り、組合会員企業数も減少していますし、保

険業界の状況も変わっております。

　こうした中、神奈川県印刷工業組合では、

20 数年前より神奈川県独自の「総合設備補

償制度」を全国に先駆けて創設しました。組

合というメリットを活かし、一般的な設備保

険料と比べて 1/3 という割安な保険料で修

理費が保証される等、といった大変お得な制

度となっております。保険というとなかなか

分かりづらい、付き合いで入っているからと

いった会社も我々業界には多く見受けられま

すが、ココにこそ利益を生み出す（経費削減）

ヒントが隠れている、と思います。今年、互

助事業委員会は中谷克宏委員長の下、少数精

鋭にて組合員の皆様に、価値ある情報発信や

セミナーを企画してまいりますので、なんと

かお時間を調整して参加していただきたいと

思います。

　売上や利益の増加が見通しにくい昨今、保

険料金等の見直しは経費の削減に一役買って

いただけるものと確信しております。売上を

上げることが本当に厳しい時代ですので、保

険料の見直しなどで、経費の削減にもお取り

組みしていただき、少し知識を持っていただ

ければ見落としがちな保険料というものを通

して、会社経営の改善に組合をご利用いただ

ければ幸いです。

神奈川県印刷工業組合 副理事長
神奈川県印刷関連産業協議会 理事



− 2 − − 3 −

印刷の月記念式典開催

　中小系の全印工連や大手系の印刷工業会をはじ

め主要な印刷産業１０団体で構成されている日本印

刷産業連合会（略称：日印産連　設立：1985 年　

会長：足立直樹印刷工業会会長）は、今年も９月１

日から９月30日の１ヶ月間、恒例の「印刷の月」を

展開しました。

　「英知の結集と協調のもとに、印刷産業の一層の

高度化と総合的発展を図り、もって我が国産業の

発展及び国民生活文化の向上に寄与する」ことを

目的として組織されている日印産連は、昭和６１年

以来、印刷産業に対する社会の理解と認識を深め

てもらうため、毎年９月を「印刷の月」と定め、印

刷産業の活動を広く社会にアピールするとともに、

印刷人が社会的文化的役割の認識を深め、印刷産

業の一層の発展に向けて共に努力することを確認

する場として、毎年さまざまな行事が繰り広げられ

ています。

　そのハイライトが「９月印刷の月記念式典」で、

今年は９月12日にホテルニューオータニ東京本館

『鶴の間』において挙行され、傘下10 団体会員を

はじめ各界からの来賓、関係者などおよそ600 名

が出席し、印刷産業のさらなる飛躍と会員相互のよ

り強固な団結を誓い合いました。

　この記念式典では、毎年、各種の表彰式が行わ

れていますが、今年は、日印産連表彰者 30 名、

印刷産業環境優良工場表彰17工場、2012年９月

印刷の月公募ポスターデザインの最優秀作品制作

者１名に表彰状が贈られました。

　日印産連表彰は、業界の発展に尽くした方々に

対して印刷産業への多大な功績を讃えて印刷功労

賞・印刷振興賞・特別賞が贈られるものですが、

神奈川印産協前会長の川上彰久氏 ( 神奈川県印刷

工業組合前理事長 )と、現副会長の齋藤民夫氏 (神

奈川県製本組合理事長 )のお二人が、印刷振興賞

受賞の栄に輝きました。

　

社団法人 日本印刷産業連合会
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　印産協会員　各位
印産協恒例コラボ企画

平成 24年度異業種交流研修会

①開催日	 	 平成 24年 10月 23日（火）
②開催時間	 18：00　～　21：00
③会場	 	 神奈川県民センター 402 号室
④講師とテーマ　　
	・神奈川県における＜有事の想定＞と＜防災減災＞の備え

＜ 60分＞
公益社団法人横浜市防火防災協会コンサルティングマネジャー
市村　喜正　次長（元横浜市消防局）
	・3.11 後の状況を踏まえ、あらためて事業継続を考える

＜ 90分＞
危機管理シニアアドバイザー（富士ゼロックス㈱）
木船　賢治　氏
■	木船賢治氏略歴
　1972 年	富士ゼロックス㈱入社。営業職、本社スタッフ、

生産・開発部門、事業所総務課長を経て、1997 年より
本社	危機管理担当マネジャー、2008 年より危機管理シ
ニアアドバイザー。社内外の幅広い場において事業継続
管理 (BCM) の普及・啓発につとめる。
　・一般財団法人ＤＲＩ Japan	理事
　・NPO事業継続推進機構（BCAO）監事
　・NPO日本防災士会・埼玉県支部長
　・災害救援ボランティア推進委員会	上級セフティーリーダー
　・東京消防庁	応急手当普及員
　自治体の業務継続教育研修講師を務め、訓練等も支援、
外部講演等多数。
⑤参加費	 	 無料　
⑥定　員	 	 先着 90名まで

印産協異業種交流研修会出欠申込書
平成24年 10月 23日（火曜日）

ご出席　　　　　　　　　名　　　　　　　　　ご欠席

　　　　　　　　貴社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　御芳名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
10月 16日（火）までに、ご出欠の都合の程下記の宛先へメール又はＦＡＸして下さい。
神奈川県印刷関連産業協議会事務局（印刷組合内）　Ｅ－mail		kanagawapia@nifty.com
ＦＡＸ　０４５－４５３－２３８３

主催　神奈川県印刷関連産業協議会　
神奈川県中小企業団体中央会　

＜危機管理対策＞セミナーご案内
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印刷文化典宣言
　DECLARATION

　印刷業界を取り巻く社会環境、経済環境、情報環境は大きく変化しつつある。

　同時に我々に求められる役割も様変わりしてきている。

　変化に機敏かつ的確に対応し、ビジネスの価値をより一層高めていくことが

求められている。

　変化への対策として、前回の文化典で「産業成長戦略提言 2010」を発表し、

ソリューション・プロバイダーへの進化を提起し、理解を深めてきた。

　我々印刷産業人は、開拓者の魂が根付く北海道において、新しいビジネスス

タイルを探求する「北の大地から始まる、ソリューション・プロバイダーへの道」

のテーマのもと、英知と情熱を結集し、研鑽を重ね、ソリューション・プロバイダー

としての使命を追求していく。

　企業の社会的責任を全うし、有益な印刷製品・サービスを供給し、国民生活

および文化を支える産業として、社会に貢献することを宣言する。

平成 24年 9月 21日

2012 全日本印刷文化典北海道大会

「2012 全日本印刷文化典 北海道大会」開催
主催　全日本印刷工業組合連合会　

　　　北海道印刷工業組合　

　全日本印刷工業組合連合会と北海道印刷工業組合の主催による「2012 全日本印刷文化典北海

道大会」が 9月 20日から 22日の 3日間、札幌パークホテルをメイン会場として開催された。

　今回のテーマは「北の大地から始まる、ソリューション・プロバイダーへの道」。水上光啓前

会長から島村会長へと引き継がれた全日本印刷工業組合連合会傘下の全国の印刷産業人が北海道

に集い、厳しい業界環境下に直面する課題を真摯に受け止め、真剣に討議して情報産業の中核、

またソリューション・プロバイダーとしての勝ち残りの方法を模索することを狙いとして行われ

た。

　「北海道を堪能していただき、北海道に来て良かったという思いをお土産の中に加えてもらう

大会にしたい」と北海道印刷工業組合の岡部理事長は話され、20日の記念ゴルフ大会で幕を開け、

21日午後 2時から記念式典、全印工連メッセージ、記念講演会、そして記念パーティーと続い

て翌 22日の全印工連フォーラムで全日程を終了。あとは希望者によるエキスカーションとなっ

た。

　記念式典の中で、各工組より選ばれた組合功労者として、神奈川県印刷工業組合からは、上曽

副理事長（関東プリンテック㈱）、中矢常務理事（㈱なにわ印刷）、渡辺監事（文明堂印刷㈱）の

３名が組合功労者顕彰を受けた。
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　※ワールドカフェとは・・・

　　職場での会話を思い浮かべてみると、話し合いの中から良いアイデアが浮かんだり、発

見をしたりすることがあるのではないでしょうか？フォーマルな会議の中ではなく、たと

えば、休憩室でお茶を飲んでいるときだったり、居酒屋でお酒を酌み交わしている時だっ

たりするのではないかと思います。そうした場所ではお互いリラックスし、オープンに本

音を語ることができ、初めて会う人とも気軽に話せるので、ネットワークが自然と広がり

ます。「カフェ」は、そういったインフォーマルな話し合いが行われる場の象徴といえます。

　　ワールド・カフェでは、そのような「カフェ的会話」を

　職場での会議やミーティング、日常の会話の中に

　意図的にデザインし、会話のあり方を変える方法

　として、世界中で活用が進んでいます。

全印工連フォーラム

　前日の「2012 全日本印刷文化典北海道大会　記念式典」に引き続き、９月 22日（土）に全

印工連フォーラムが開催され、CSR 啓発ビデオ映写と池田委員長による「戦略的 CSR のご提案

　～持続可能な経営をめざすために～」のプレゼンテーションがあり、その後は「ワールドカフェ」

を大川委員がファシリテーターとして務められた。まとめとして「明日からの CSR への取り組

みについて」を江森副委員長が話された。

　ワールドカフェでは下記２つのテーマについてディスカッションがなされた。

　テーマ①「企業の社会責任って	どんな責任があるんだろう？それをやらないとどうなる？」

　テーマ②「それを達成するために自社にできることは、どんなことがあるだろう？」

　いずれのテーマでも活発な意見が交わされ約 80分が短く感じられる内容だったようです。
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hp（ヒューレットパッカード本社）見学研修報告

　アメリカでは既に印刷会社の半数が導入してい
るというWeb	to	Print。今回は、日本ヒューレッ
トパッカード株式会社様（以下略称：日本 HP）
にご協力いただき、平成 24年 8月 6日、東京都
江東区の日本HP本社にてWeb	to	Print セミナー
および Indigo のデモンストレーション等による
実践研修を行いました。
　参加者 24名、厳しくセキュリティー管理され
た日本HP本社の最上階にあるカフェテリアでセ
ミナーが開催されました。会議室などで行う通常
のセミナーと違う雰囲気にやや緊張しながらも、
その刺激的な内容に皆真剣に聞き入っていまし
た。印刷の受発注方法およびデザイン作成までの
作業が根本的に変わる可能性があるように感じま
した。お客様がWeb 上で発注、簡易的なデザイ
ン業務を行う世界が近い将来当たり前になるかも
しれません・・・。
　セミナーは、「今、なぜ＜デジタル印刷＞で、
なぜ＜Web	to	Print ＞なのか」というテーマで
話が進められ、その中でWeb	to	Print の特徴が
いくつか説明されました。以下にそのトピックを
ご紹介します。
顧客からの強い要請と圧倒的な支持
最も合理的な受発注システム
校正事故の一掃
これからの収益源
アメリカの現在は、明日の日本
　セミナーを聞いた印象としては、地場に根ざし

た日本の中小印刷会社にとってWeb	to	Print が
アメリカほど普及するか疑問に思うところもあり
ましたが、確実にWeb	to	Print による受注の割
合は増えると感じました。
　セミナー終了後は、展示とデモンストレーショ
ンが行われる部屋に移動し、実際にHP社製のオ
ンデマンド印刷機（Indigo）の実演を見学しまし
た。小部数、可変データに対応するオンデマンド
印刷機の長所はもちろんですが、品質的にもオフ
セット印刷と遜色ないレベル、もしくはそれ以上
の高品質になっていると感じました。
　誰でも簡単に高品質な印刷が出来てしまうと、
印刷会社の存在意義はどこにあるのかと不安にな
りましたが、
Web	to	Print のような合理的なシステムの提供
企画やデザイン
製本、加工、発送などの後工程
などなど、いろいろとやるべき事があることも事
実です。参加して頂いた組合員の皆様も何かしら
経営のヒントを得たと思います。ご要望が多けれ
ば、第二回Web	to	Print セミナーも開催したい
と思います。
　最後に、研修終了後、東京スカイツリーが間近
に見える同社カフェテリアにて懇親会を行いまし
た。7名の組合員と日本 HP の方たちが出席し、
リラックスした中、最新の情報交換を行い、充実
した半日を締めくくりました。

デジタル印刷＜ Web to Print ＞実践セミナー
経営革新・マーケティング委員長　古木　直人
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　平成 24 年 7月6日( 金 )、高崎だるまの発祥の

地群馬県で「業態変革の絆で結ぶ印刷人」をテー

マとした第 60 回関東甲信越静地区印刷協議会年

次大会が開催された。神奈川県工組から杉山理事

長、能條・古木・伊藤・森下・中谷・山下各委員長、

萩原事務局長が出席した。関係10県工組から約

100 名が参集し、課題を熱心に討議した。

　ホテルメトロポリタン高崎で全体会議が行われ、

主管県である群馬県工組内藤理事の開会の辞で始

まり、歓迎の言葉を同工組理事長吉田吉太郎氏が

述べ、全印工連副会長臼田真人氏が、事業概況セ

ミナー、全印工連の進む道と題して講演を行った。

引き続き、同工連専務理事生井義三氏が事業支援

概況を説明し , 業界の現況について、各県工組の

問題点や取り組み方等を報告した。その後、各分

科会に別れ、熱心な討議が行われ、再び全員集合

となり、分科会報告がなされた。

理事長会・分科会　( 主な討議内容 )

◎経営革新・マーケティング委員会

①経営イノベーションの研究推進について

②マーケット創造（新市場創造）の研究について

③「平成 24 年度印刷業経営動向実態調査」の実

施について

◎環境・労務委員会

①ＧＰ（グリーンプリティング）認定制度の普及推

進について

②環境マネジメントシステムの研究と推進について

③環境セミナーの企画・開催支援について

④ ｢印刷産業における環境関連法規集」の周知に

ついて

⑤環境関連法令・労務関連法令の改正について

⑥印刷職場の労働衛生管理について

◎組織活性委員会

①各工組組合員数異動状況について

②組合員台帳調査の実施について

③平成 25年度政策要望について

④各共済制度の加入状況について

⑤メールマガジン配信システムの整備、運用について

◎教育・研修委員会

①企業改革のための情報の提供について

②全印工連特別ライセンスプログラム事業の推進

について

③技能五輪全国大会の開催に向けた活動推進につ

いて

　全体会議終了後、記念式典が行われ、　物故者

に対する黙祷・開会の辞・国家斉唱と続き、印刷

産業人綱領の唱和、日暮地区協議会長が挨拶し、

各県理事長が紹介され、式典の最後に次期開催県

を山梨県に決定、大会旗が佐野理事長に引き継が

れた。

　年次大会終了後、懇親会となり、吉田理事長の歓

迎のことばに続き、鏡開き、乾杯、アトラクションに

入り、和やかに各県工組の交流が計られ、盛会裡に

終了した。

主管　群馬県印刷工業組合

関 東 甲 信 越 静 地 区 印 刷 協 議 会
第 60 回 年 次 大 会 開 催
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　印刷事業所勤務従業員の胆管ガン発症事案を契機に、有機溶剤等の化学物質の管理・取扱いはもとより職場
の労働衛生管理全般について、あらためて点検し見直さなければならない事態となっています。
　ついては、神奈川労働局のご協力のもと、下記により、県内３会場において緊急セミナーを４回開催いたし
ますので、ご都合の良い会場を選び、多数ご参加いただきますようお願いいたします。
※参加希望の前日までに右頁の申込書にてメール又はＦＡＸで申し込み下さい。

記
１．主催 ( 共催 )　
　　　神奈川労働局労働基準部健康課
　　　独立行政法人労働者健康福祉機構神奈川産業保健推進センター
　　　神奈川県印刷工業組合
２．日時と会場　　　
　　　①相模原会場　　　平成 24年 10月　３日 ( 水 )　13：30－ 16：00　　
　　　　　　　　相模原南メディカルセンター大会議室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 小田急線相模大野駅北口徒歩４分 )
　　　②横浜会場　　　　平成 24年 10月　４日 ( 木 )　13：30－ 16：00　　
　　　　　　　　横浜第２合同庁舎共用第一会議室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　( みなとみらい線 ｢馬車道｣ 徒歩１分 )　　
　　　③横浜会場　　　　平成 24年 10月 18日 ( 木 )　13：30－ 16：00　　
　　　　　　　　横浜第２合同庁舎共用第一会議室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　( みなとみらい線 ｢馬車道｣ 徒歩１分 )
　　　④平塚会場　　　　平成 24年 10月 19日 ( 金 )　13：30－ 16：00　　
　　　　　　平塚市勤労会館中会議室　( 平塚駅北口・西口より徒歩 15分
　　　　　　　　　　　　　　　　( ７番線（伊勢原行）バス乗車横浜ゴム前下車３分 )
３．テーマ
　　　①化学物質の取扱い及び労働衛生管理に関する遵守事項・留意事項
　　　②有機溶剤の管理・取扱いと労働衛生管理の推進について
４．講師
　　　①神奈川県労働局労働基準部健康課　　　　労働衛生専門官　武尾　亘　氏　　	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　労働衛生専門官　金子　正雄氏
　　　②独立行政法人労働者健康福祉機構神奈川産業保健推進センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業保健相談員　白須　吉男氏
　　　　　　　　　印刷資材関連協力会社／日本欄罫工業株式会社　小森　伸康氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大村慎一郎氏
５．受講料
　　　無料

印刷事業場における労働安全衛生対策セミナーご案内
－化学物質による健康障害防止対策への取り組み－

環境委員長　森下　治
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労働安全衛生対策セミナー受講申込書

会場名を○でかこんでください。　　
　　　　　　　　　

　①相模原会場　　　平成 24年 10月　３日 ( 水 )　13：30－ 16：00　　
　　　　　　　　　　相模原南メディカルセンター大会議室

　②横浜会場　　　　平成 24年 10月　４日 ( 木 )　13：30－ 16：00　　
　　　　　　　　　　横浜市第２合同庁舎　　

　③横浜会場　　　　平成 24年 10月 18日 ( 木 )　13：30－ 16：00　　
　　　　　　　　　　横浜市第２合同庁舎

　④平塚会場　　　　平成 24年 10月 19日 ( 金 )　13：30－ 16：00　　
　　　　　　　　　　平塚市勤労会館中会議室

　　　　社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

　　　　受講希望者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　参加希望の前日までに、下記の宛先へメール又はＦＡＸして下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　神奈川県印刷工業組合　Ｅ－mail		kanagawapia@nifty.com
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　０４５－４５３－２３８３
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　日頃より東京電力の電気をお使いいただき、誠にありがとうございます。
　弊社原子力発電所の事故から一年以上経過しておりますが、今なお、お客さま、地域の皆さま、そして広く社会の皆さま
に、大変なご迷惑とご心配をおかけしております。改めて心よりお詫び申し上げます。
　さて、弊社は、火力発電の燃料費等の大幅な増加にともない、電気料金の値上げを経済産業大臣に申請しておりましたが、
このたび認可をいただき、平成２４年９月１日から実施させていただくこととなりました。お客さまに多大なご負担をお願
いいたしますことを重ねて深くお詫び申し上げます。
　この度送付させていただきました資料は、比較的電気のご使用量が多いお客さまに少しでもご負担軽減につながるよう、
おすすめの料金メニューのご紹介をしたものです。試算を承っておりますので、ご査収いただき、ぜひ、ご用命ください。

○ 現在のご契約が従量電灯 Bまたは Cと低圧電力のお客さまで、原則としてご契約電力の合計が 15kW以上で
あり 50kW未満のお客さま。

○ 従量電灯 Bまたは Cのご使用量が 1,000kＷh/ 月以上のお客さまにおすすめです。
○ 電灯と低圧電力を１つにまとめたメニュー。電気機器を年間を通じて効率よくお使いいただくことで電気料
金低減の可能性があるメニューです。

※上記のご使用量は試算上の目安となりますので、お客さまのご使用状況等によっては、ご負担が軽減されな
い場合もございます。

東京電力よりお知らせ
＜ご負担軽減につながる料金メニューの試算を承ります＞

　【問い合わせ先】
　　東京電力電気料金お問い合わせダイヤル ０１２０－９９３－０５２
　　月曜日～金曜日（休祝日を除く）９：００～１９：００
　　土曜日（休祝日を除く）９：００～１７：００
　　ホームページ http://www.tepco.co.jp/
　　※耳や言葉の不自由なお客さまには、専用のＦＡＸ（0120-993-011）をご用意しております。
　　※電話番号はおかけ間違いのないようご注意ください。

■商店や事務所などのお客さまに

■従量電灯 B・Cをお使いのご家庭や法人さまに

■商店や事務所などのお客さまに

おまとめプラン≪ 低圧高負荷契約≫

○ 現在のご契約が従量電灯 Bまたは Cのお客さま
○ 従量電灯 Bまたは Cのご契約が 50Ａ（5kVA）以上で、ご使用量が 600kＷh/ 月以上のお客さまにおすすめです。
○ ピーク時間にお使いの電気を昼間・夜間に、昼間にお使いの電気を夜間にシフトしていただくことで電気料
金の低減の可能性があるメニューです。電灯のご契約が大きくご使用量が多いお客さまにおすすめメニュー
となっております。

※上記のご契約容量・ご使用量は試算上の目安のため、お客さまのご使用状況等によっては、ご負担が軽減さ
れない場合もございます。

■従量電灯 B・Cをお使いのご家庭や法人さまに

≪ ピークシフトプラン≫
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連載第１回
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組
合
員
の
動
き

代表者変更

７月　６日	 関東甲信越静地区印刷協議会第 60回年次大会	 群馬　ホテルメトロポリタン高崎
７月　９日	 印産協　知識融合開発委員会	 かながわ県民センター　
７月　９日	 危機管理対策特別委員会	 かながわ県民センター　
７月１２日	 三役会	 組合事務所　　　　　　　
７月１８日	 印産協、理事会	 かながわ県民センター　　
７月１９日	 理事会	 かながわ労働プラザ　　
７月１９日	 教育・労務委員会	 かながわ労働プラザ　　
７月２５日	 危機管理対策特別委員会	 かながわ県民センター　　
７月２５日	 知らないと損する助成金の勉強会	 横浜市技能文化会館
７月２６日	 環境委員会	 組合事務所　　　　　　　
７月３０日	 印刷事業所における労働安全衛生対策セミナー
８月　６日	 デジタル印刷Web	to	Print	実践セミナー
８月２０日	 印刷健保神奈川支部との打ち合わせ	 組合事務所　　　　　　　
９月　５日	 ９月度 ( 神奈川印刷ニュース№ 181号 )	編集会議	 組合事務所　　
９月　６日	 経営革新・マーケティング委員会	 組合事務所　　　　　　		
９月　７日	 共済キャンペーン推進会議　	 かながわ県民センター　　
９月１０日	 印刷健保神奈川支部再編にかかる説明会　　　　　　　　　　　　
９月１０日	 業務支援ツール体感研修シリーズ第 1回	 富士ゼロックスお客様価値創造センター
９月１３日	 三役会	 組合事務所　　　	　　　
９月１４日	 危機管理対策特別委員会		組合事務所
９月１４日	 環境委員会	 組合事務所
９月２０日	 理事会	 横浜市技能文化会館　　
９月２１日	 ２０１２全日本印刷文化典北海道大会記念式典	 札幌パークホテル
９月２２日	 全印工連フォーラム	 札幌パークホテル
９月２４日	 教育・労務委員会	 組合事務所　　　　　　

平成24年９月20日現在　221社

横浜中央支部　　化学印刷㈱　　　野澤　祐行

脱 退
横浜横須賀支部　富士印刷㈲

横浜北支部　　坂本　きよ子　88歳　平成 24年　６月 27日　弘文堂印刷所　社長の御母堂
横浜中央支部　森下　龍治　　86歳　平成 24年　８月 28日　㈱野毛印刷社　社長の御尊父

訃
報

謹んでお悔やみ申し上げます。

住 所 変 更
湘南支部　　　　㈱タウンニュース社　〒 257-0003　秦野市南矢名 1-5-13-4F

社 名 変 更
横浜中央支部　　㈱神奈川新聞社　クロスメディア営業局
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タテ	
（１）イガに包まれた秋の味覚。○○。
（２）落ち葉を集めてたき火をしながら○○○○を食べる。
（３）冬には体が温まり、免疫力も高まる○○○○湯がいいですね。
（４）心を引き締めること「○○を正す」
（５）大臣の○○を所望する。
（６）競馬の冬のグランプリ競争。○○○記念。
（７）○○○の樹液からメープルシロップが作られます。
（８）引き分け。○○○。
（９）デコポン、チャンドラポメロなどの品種があります。○○○。
（１０）「残り物には○○がある」
（１１）ありきたり。型にはまった。○○○○。
（１２）マティーニやギムレットのベースは○○。

ヨコ	
（Ａ）ソースの二度付けは禁止です。「○○焼き」
（Ｂ）大相撲観戦のお土産の甘味。「相撲○○○○」
（Ｃ）健康によい○○○○のレシピをさがしています。
（Ｄ）正岡子規「○○食えば鐘が鳴るなり法隆寺」
（Ｅ）人気のある美しい女性のこと。○○○○。
（Ｆ）屋内でのイベントよりも○○○でのイベントが好きだ。
（Ｇ）首に巻く四角布。○○○○。
（Ｈ）○○に帰るまでが遠足です。
（Ｉ）スピード○○。三角○○。宝○○。
（Ｊ）原子番号「４２」の元素。元素記号は「Mo」。○○○○○。

　　　『カギ』の５文字で、言葉を作ろう！ヒント：秋

■応募方法締切

右側解答欄５マス及び社名、氏名、連絡先 TEL を記入の上、このページを 2012 年 10 月末日までに神奈川
県印刷工業組合		事務局へFAX045-453-2383にてお送り下さい。　（期日を過ぎると抽選対象外となります）
正解者の中から抽選で 10名様に粗品を進呈いたします。当選者の発表は、景品の発送をもってかえさせて
頂きます。

頭の体操 ☆新しい試みなので奮ってご応募下さい。

解答欄□□□□□
社　　　名

氏　　　名

連絡先 TEL




